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(57)【要約】
【課題】縦電界と横電界を併用する液晶表示装置であっ
て、フリッカが認識され難い液晶表示装置を提供する。
【解決手段】液晶表示装置（１０）は、液晶パネル（１
２）と、制御部（１４）とを備える。制御部（１４）は
、横電界制御部と、縦電界制御部とを備える。液晶パネ
ル（１２）が備える共通電極（３６）と第１駆動電極（
３２Ａ）との間に形成される第１容量（Ｃ１１）は、共
通電極（３６）と第２駆動電極（３２Ｂ）との間に形成
される第２容量（Ｃ１２）よりも大きい。横電界制御部
が第１駆動電極の電位を第２駆動電極の電位よりも高く
しているとき、縦電界制御部は対向電極の電位を共通電
極の電位よりも高い状態から低い状態に変化させる。横
電界制御部が第１駆動電極の電位を第２駆動電極の電位
よりも低くしているとき、縦電界制御部は対向電極の電
位を共通電極の電位よりも低い状態から高い状態に変化
させる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画素からなる表示領域を有する液晶パネルと、
　前記表示領域に画像を表示させる制御部とを備え、
　前記液晶パネルは、
　アクティブマトリクス基板と、
　前記アクティブマトリクス基板に対向して配置される対向基板と、
　前記アクティブマトリクス基板と前記対向基板との間に封入される液晶層とを備え、
　前記アクティブマトリクス基板は、
　画素ごとに配置される一対の駆動電極と、
　前記一対の駆動電極よりも前記液晶層から離れて配置される共通電極とを備え、
　前記対向基板は、前記共通電極及び前記一対の駆動電極に対向して配置される対向電極
を備え、
　前記制御部は、
　前記一対の駆動電極の電位を制御することにより、前記一対の駆動電極の間に発生する
横電界を制御する横電界制御部と、
　前記共通電極及び前記対向電極の電位を制御することにより、前記共通電極と前記対向
電極との間に発生する縦電界を制御する縦電界制御部とを備え、
　前記一対の駆動電極は、第１駆動電極及び第２駆動電極からなり、
　前記共通電極と前記第１駆動電極との間に形成される第１容量は、前記共通電極と前記
第２駆動電極との間に形成される第２容量よりも大きく、
　前記横電界制御部が前記第１駆動電極の電位を前記第２駆動電極の電位よりも高くして
いるときには、前記縦電界制御部が前記対向電極の電位を前記共通電極の電位よりも高い
状態から低い状態に変化させ、前記横電界制御部が前記第１駆動電極の電位を前記第２駆
動電極の電位よりも低くしているときには、前記縦電界制御部が前記対向電極の電位を前
記共通電極の電位よりも低い状態から高い状態に変化させる、液晶表示装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の液晶表示装置であって、
　前記第１駆動電極が前記共通電極と重なる領域は、前記第２駆動電極が前記共通電極と
重なる領域よりも大きい、液晶表示装置。
【請求項３】
　複数の画素からなる表示領域を有する液晶パネルと、
　前記表示領域に画像を表示させる制御部とを備え、
　前記液晶パネルは、
　アクティブマトリクス基板と、
　前記アクティブマトリクス基板に対向して配置される対向基板と、
　前記アクティブマトリクス基板と前記対向基板との間に封入される液晶層とを備え、
　前記アクティブマトリクス基板は、
　画素ごとに配置される一対の駆動電極と、
　前記一対の駆動電極よりも前記液晶層から離れて配置される共通電極とを備え、
　前記対向基板は、前記共通電極及び前記一対の駆動電極に対向して配置される対向電極
を備え、
　前記制御部は、
　前記一対の駆動電極の電位を制御することにより、前記一対の駆動電極の間に発生する
横電界を制御する横電界制御部と、
　前記共通電極及び前記対向電極の電位を制御することにより、前記共通電極と前記対向
電極との間に発生する縦電界を制御する縦電界制御部とを備え、
　前記一対の駆動電極は、第１駆動電極及び第２駆動電極からなり、
　前記対向電極と前記第１駆動電極との間に形成される第１容量は、前記対向電極と前記
第２駆動電極との間に形成される第２容量よりも大きく、
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　前記横電界制御部が前記第１駆動電極の電位を前記第２駆動電極の電位よりも高くして
いるときには、前記縦電界制御部が前記対向電極の電位を前記共通電極の電位よりも低い
状態から高い状態に変化させ、前記横電界制御部が前記第１駆動電極の電位を前記第２駆
動電極の電位よりも低くしているときには、前記縦電界制御部が前記対向電極の電位を前
記共通電極の電位よりも高い状態から低い状態に変化させる、液晶表示装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の液晶表示装置であって、
　前記第１駆動電極が前記対向電極と重なる領域は、前記第２駆動電極が前記対向電極と
重なる領域よりも大きい、液晶表示装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の液晶表示装置であって、
　前記第１駆動電極は、前記対向電極と重なり、且つ、前記共通電極と重ならない領域を
有する、液晶表示装置。
【請求項６】
　請求項１～５の何れか１項に記載の液晶表示装置であって、
　前記対向基板は、前記対向電極よりも前記液晶層側に配置される誘電体層をさらに備え
る、液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関し、詳しくは、縦電界と横電界を併用して液晶分子の配向
を制御する液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置における液晶の動作モードには、縦電界を利用する動作モードや、横電界
を利用する動作モードがある。縦電界は、液晶層を挟んで配置される一対の基板間に発生
する。横電界は、液晶層を挟んで配置される一対の基板のうち一方の基板が有する電極間
で発生する。縦電界を利用する動作モードは、例えば、ＴＮ（twisted nematic）モード
やＶＡ（vertical alignment）モードである。横電界を利用する動作モードは、例えば、
ＩＰＳ（in-plane switching）モードである。
【０００３】
　また、近年では、縦電界と横電界を併用して液晶分子の配向を制御する液晶表示装置が
提案されている（例えば、特開２００４－３５４４０７号公報参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－３５４４０７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　縦電界は、アクティブマトリクス基板に配置される共通電極と、対向基板に配置される
対向電極との間に発生する。横電界は、アクティブマトリクス基板に配置される一対の駆
動電極の間に発生する。縦電界と横電界を併用する場合でも、電界の極性は反転させる必
要がある。
【０００６】
　一対の駆動電極は、共通電極と対向電極との間に配置される。そのため、縦電界の極性
を反転させるときに、各駆動電極の電位が変動する。その結果、液晶分子の配向が乱れ、
輝度が低下する。
【０００７】
　本発明の目的は、縦電界と横電界を併用する液晶表示装置であって、縦電界の極性が反
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転するときに輝度が低下するのを抑えることができる液晶表示装置を提供することである
。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の実施の形態による液晶表示装置は、液晶パネルと、制御部とを備える。液晶パ
ネルは、複数の画素からなる表示領域を有する。制御部は、表示領域に画像を表示させる
。液晶パネルは、アクティブマトリクス基板と、対向基板と、液晶層とを備える。対向基
板は、アクティブマトリクス基板に対向して配置される。液晶層は、アクティブマトリク
ス基板と対向基板との間に封入される。アクティブマトリクス基板は、一対の駆動電極と
、共通電極とを備える。一対の駆動電極は、画素ごとに配置される。共通電極は、一対の
駆動電極よりも液晶層から離れて配置される。対向基板は、共通電極及び一対の駆動電極
に対向して配置される。制御部は、横電界制御部と、縦電界制御部とを備える。横電界制
御部は、一対の駆動電極の電位を制御することにより、一対の駆動電極の間に発生する横
電界を制御する。縦電界制御部は、共通電極及び対向電極の電位を制御することにより、
共通電極と対向電極との間に発生する縦電界を制御する。一対の駆動電極は、第１駆動電
極及び第２駆動電極からなる。共通電極と第１駆動電極との間に形成される第１容量は、
共通電極と第２駆動電極との間に形成される第２容量よりも大きい。横電界制御部が第１
駆動電極の電位を第２駆動電極の電位よりも高くしているときには、縦電界制御部が対向
電極の電位を共通電極の電位よりも高い状態から低い状態に変化させる。横電界制御部が
第１駆動電極の電位を第２駆動電極の電位よりも低くしているときには、縦電界制御部が
対向電極の電位を共通電極の電位よりも低い状態から高い状態に変化させる。
【０００９】
　本発明の他の実施の形態による液晶表示装置は、液晶パネルと、制御部とを備える。液
晶パネルは、複数の画素からなる表示領域を有する。制御部は、表示領域に画像を表示さ
せる。液晶パネルは、アクティブマトリクス基板と、対向基板と、液晶層とを備える。対
向基板は、アクティブマトリクス基板に対向して配置される。液晶層は、アクティブマト
リクス基板と対向基板との間に封入される。アクティブマトリクス基板は、一対の駆動電
極と、共通電極とを備える。一対の駆動電極は、画素ごとに配置される。共通電極は、一
対の駆動電極よりも液晶層から離れて配置される。対向基板は、共通電極及び一対の駆動
電極に対向して配置される。制御部は、横電界制御部と、縦電界制御部とを備える。横電
界制御部は、一対の駆動電極の電位を制御することにより、一対の駆動電極の間に発生す
る横電界を制御する。縦電界制御部は、共通電極及び対向電極の電位を制御することによ
り、共通電極と対向電極との間に発生する縦電界を制御する。一対の駆動電極は、第１駆
動電極及び第２駆動電極からなる。対向電極と第１駆動電極との間に形成される第１容量
は、対向電極と第２駆動電極との間に形成される第２容量よりも大きい。横電界制御部が
第１駆動電極の電位を第２駆動電極の電位よりも高くしているときには、縦電界制御部が
対向電極の電位を共通電極の電位よりも低い状態から高い状態に変化させる。横電界制御
部が第１駆動電極の電位を第２駆動電極の電位よりも低くしているときには、縦電界制御
部が対向電極の電位を共通電極の電位よりも高い状態から低い状態に変化させる。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の実施の形態による液晶表示装置においては、縦電界の極性が反転するときに輝
度が低下するのを抑えることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、本発明の第１の実施形態による液晶表示装置の概略構成の一例を示す模
式図である。
【図２】図２は、液晶パネルが有する画素の概略構成を示す平面図である。
【図３】図３は、図２におけるＩＩＩ－ＩＩＩ断面図である。
【図４Ａ】図４Ａは、液晶パネルの概略構成を示す断面図であって、横電界が発生してい
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ない状態を示す断面図である。
【図４Ｂ】図４Ｂは、液晶パネルの概略構成を示す断面図であって、横電界が発生してい
る状態を示す断面図である。
【図５Ａ】図５Ａは、液晶パネルが画素ごとに有する容量を示す等価回路図である。
【図５Ｂ】図５Ｂは、液晶パネルが画素ごとに有する容量を示す断面図である。
【図６】図６は、第１の実施形態における各電極の電位の関係を示すタイムチャートであ
って、対向電極の電位と、各駆動電極の電位との関係を示すタイムチャートである。
【図７】図７は、第１の実施形態の応用例２における各電極の電位の関係を示すタイムチ
ャートであって、対向電極の電位と、各駆動電極の電位との関係を示すタイムチャートで
ある。
【図８】図８は、第１の実施形態の応用例３における液晶パネルが有する画素の概略構成
を示す断面図である。
【図９】図９は、本発明の第２の実施形態における液晶パネルが有する画素の概略構成を
示す平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本発明の実施の形態による液晶表示装置は、液晶パネルと、制御部とを備える。液晶パ
ネルは、複数の画素からなる表示領域を有する。制御部は、表示領域に画像を表示させる
。液晶パネルは、アクティブマトリクス基板と、対向基板と、液晶層とを備える。対向基
板は、アクティブマトリクス基板に対向して配置される。液晶層は、アクティブマトリク
ス基板と対向基板との間に封入される。アクティブマトリクス基板は、一対の駆動電極と
、共通電極とを備える。一対の駆動電極は、画素ごとに配置される。共通電極は、一対の
駆動電極よりも液晶層から離れて配置される。対向基板は、共通電極及び一対の駆動電極
に対向して配置される。制御部は、横電界制御部と、縦電界制御部とを備える。横電界制
御部は、一対の駆動電極の電位を制御することにより、一対の駆動電極の間に発生する横
電界を制御する。縦電界制御部は、共通電極及び対向電極の電位を制御することにより、
共通電極と対向電極との間に発生する縦電界を制御する。一対の駆動電極は、第１駆動電
極及び第２駆動電極からなる。共通電極と第１駆動電極との間に形成される第１容量は、
共通電極と第２駆動電極との間に形成される第２容量よりも大きい。横電界制御部が第１
駆動電極の電位を第２駆動電極の電位よりも高くしているときには、縦電界制御部が対向
電極の電位を共通電極の電位よりも高い状態から低い状態に変化させる。横電界制御部が
第１駆動電極の電位を第２駆動電極の電位よりも低くしているときには、縦電界制御部が
対向電極の電位を共通電極の電位よりも低い状態から高い状態に変化させる。
【００１３】
　一対の駆動電極が共通電極と対向電極との間に配置される場合、各駆動電極の電位はフ
ローティング状態になる。そのため、縦電界の極性が反転するときに、各駆動電極の電位
が変動する。その結果、液晶分子の配向が乱れる。
【００１４】
　上記の構成（以下、第１の構成）では、第１容量が第２容量よりも大きい。そのため、
縦電界の極性が反転したときの電位の変動幅は、第１駆動電極よりも第２駆動電極のほう
が大きい。
【００１５】
　加えて、第１の構成では、第１駆動電極の電位が第２駆動電極の電位よりも高いときに
、対向電極の電位が共通電極の電位よりも高い状態から低い状態に変化する。また、第１
駆動電極の電位が第２駆動電極の電位よりも低いときに、対向電極の電位が共通電極の電
位よりも低い状態から高い状態に変化する。そのため、縦電界の極性が変化したときに、
一対の駆動電極の電位差が大きくなる。つまり、横電界が強くなる。その結果、液晶分子
の配向が乱れることによる輝度の低下を抑えることができる。
【００１６】
　第２の構成は、第１の構成において、第１駆動電極が共通電極と重なる領域は、第２駆
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動電極が共通電極と重なる領域よりも大きい。このような構成を採用することにより、第
１容量を第２容量よりも大きくできる。
【００１７】
　本発明の他の実施の形態による液晶表示装置は、液晶パネルと、制御部とを備える。液
晶パネルは、複数の画素からなる表示領域を有する。制御部は、表示領域に画像を表示さ
せる。液晶パネルは、アクティブマトリクス基板と、対向基板と、液晶層とを備える。対
向基板は、アクティブマトリクス基板に対向して配置される。液晶層は、アクティブマト
リクス基板と対向基板との間に封入される。アクティブマトリクス基板は、一対の駆動電
極と、共通電極とを備える。一対の駆動電極は、画素ごとに配置される。共通電極は、一
対の駆動電極よりも液晶層から離れて配置される。対向基板は、共通電極及び一対の駆動
電極に対向して配置される。制御部は、横電界制御部と、縦電界制御部とを備える。横電
界制御部は、一対の駆動電極の電位を制御することにより、一対の駆動電極の間に発生す
る横電界を制御する。縦電界制御部は、共通電極及び対向電極の電位を制御することによ
り、共通電極と対向電極との間に発生する縦電界を制御する。一対の駆動電極は、第１駆
動電極及び第２駆動電極からなる。対向電極と第１駆動電極との間に形成される第１容量
は、対向電極と第２駆動電極との間に形成される第２容量よりも大きい。横電界制御部が
第１駆動電極の電位を第２駆動電極の電位よりも高くしているときには、縦電界制御部が
対向電極の電位を共通電極の電位よりも低い状態から高い状態に変化させる。横電界制御
部が第１駆動電極の電位を第２駆動電極の電位よりも低くしているときには、縦電界制御
部が対向電極の電位を共通電極の電位よりも高い状態から低い状態に変化させる。
【００１８】
　一対の駆動電極が共通電極と対向電極との間に配置される場合、各駆動電極の電位はフ
ローティング状態になる。そのため、縦電界の極性が反転するときに、各駆動電極の電位
が変動する。その結果、液晶分子の配向が乱れる。
【００１９】
　上記の構成（以下、第３の構成）では、第１容量が第２容量よりも大きい。そのため、
縦電界の極性が反転したときの電位の変動幅は、第１駆動電極よりも第２駆動電極のほう
が大きい。
【００２０】
　加えて、第１の構成では、第１駆動電極の電位が第２駆動電極の電位よりも高いときに
、対向電極の電位が共通電極の電位よりも低い状態から高い状態に変化する。また、第１
駆動電極の電位が第２駆動電極の電位よりも低いときに、対向電極の電位が共通電極の電
位よりも高い状態から低い状態に変化する。そのため、縦電界の極性が変化したときに、
一対の駆動電極の電位差が大きくなる。つまり、横電界が強くなる。その結果、液晶分子
の配向が乱れることによる輝度の低下を抑えることができる。
【００２１】
　第４の構成は、第３の構成において、第１駆動電極が対向電極と重なる領域は、第２駆
動電極が対向電極と重なる領域よりも大きい。このような構成を採用することにより、第
１容量を第２容量よりも大きくできる。
【００２２】
　第５の構成は、第４の構成において、第１駆動電極は、対向電極と重なり、且つ、共通
電極と重ならない領域を有する。この場合、第１駆動電極と共通電極との間に形成される
容量を小さくできる。そのため、第１駆動電極と共通電極との間に形成される容量と、第
２駆動電極と共通電極との間に形成される容量との差を小さくできる。その結果、縦電界
の極性が反転するときに、横電界を効果的に強めることができる。
【００２３】
　第６の構成は、第１～第５の構成の何れか１つにおいて、対向基板は、対向電極よりも
液晶層側に配置される誘電体層をさらに備える。
【００２４】
　この場合、横電界が発生しているときに、対向電極付近の液晶分子が倒れやすくなる。
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その結果、透過率が向上する。
【００２５】
　以下、本発明のより具体的な実施形態について、図面を参照しながら説明する。図中同
一または相当部分には同一符号を付してその説明は繰り返さない。なお、以下で参照する
図面においては、説明を分かりやすくするために、構成が簡略化または模式化して示され
たり、一部の構成部材が省略されたりしている。また、各図に示された構成部材間の寸法
比は、必ずしも実際の寸法比を示すものではない。
【００２６】
　［第１の実施形態］
　図１は、本発明の第１の実施形態による液晶表示装置１０を示す。液晶表示装置１０は
、液晶パネル１２と、制御部１４とを備える。制御部１４は、制御回路２０と、ドライバ
２２、２４、２６とを備える。制御回路２０は、駆動制御部２０Ａと、第１極性制御部２
０Ｂと、第２極性制御部２０Ｃとを含む。
【００２７】
　液晶パネル１２は、複数の画素１６が配置された表示領域１８を有する。図１に示す例
では、複数の画素１６は、マトリクス状に配置される。
【００２８】
　液晶パネル１２は、複数のゲート線２８と、複数のソース線３０とを有する。複数のゲ
ート線２８及び複数のソース線３０は、格子状に配置される。
【００２９】
　複数のゲート線２８は、ドライバ２２に接続される。ドライバ２２は、所謂ゲートドラ
イバである。
【００３０】
　複数のソース線３０は、ドライバ２４に接続される。ドライバ２４は、所謂ソースドラ
イバである。
【００３１】
　図１に示す例では、複数のソース線３０は、交互に配置された第１ソース線３０Ａと第
２ソース線３０Ｂからなる。つまり、複数のソース線３０は、隣り合って配置される第１
ソース線３０Ａと第２ソース線３０Ｂからなるソース線３０Ａ、３０Ｂの組を複数含む。
【００３２】
　液晶パネル１２は、画素１６ごとに、一対の駆動電極３２Ａ、３２Ｂを備える。駆動電
極３２Ａは、薄膜トランジスタ３４Ａを介して、第１ソース線３０Ａに接続される。駆動
電極３２Ｂは、薄膜トランジスタ３４Ｂを介して、第２ソース線３０Ｂに接続される。
【００３３】
　薄膜トランジスタ３４Ａにおいて、ゲートはゲート線２８に接続され、ソースは第１ソ
ース線３０Ａに接続され、ドレインは駆動電極３２Ａに接続される。薄膜トランジスタ３
４Ｂにおいて、ゲートはゲート線２８に接続され、ソースは第２ソース線３０Ｂに接続さ
れ、ドレインは駆動電極３２Ｂに接続される。
【００３４】
　液晶パネル１２は、共通電極３６と、対向電極３８とを備える。共通電極３６及び対向
電極３８は、ドライバ２６に接続される。
【００３５】
　駆動制御部２０Ａは、ゲート信号をドライバ２２に出力する。ドライバ２２は、ゲート
信号を複数のゲート線２８に順次出力する。ゲート信号は、薄膜トランジスタ３４Ａ、３
４Ｂのゲートの電位である。ドライバ２２がゲート信号を出力することにより、薄膜トラ
ンジスタ３４Ａ、３４Ｂが駆動される。
【００３６】
　駆動制御部２０Ａは、画像データ（階調信号）をドライバ２４に出力する。階調信号は
、各駆動電極３２Ａ、３２Ｂの電位である。ドライバ２４は、ドライバ２２が選択したゲ
ート線２８に対応する階調信号を、複数組のソース線３０Ａ、３０Ｂに順次出力する。ド
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ライバ２４が階調信号を出力することにより、各駆動電極３２Ａ、３２Ｂの電位が設定さ
れる。その結果、一対の駆動電極３２Ａ、３２Ｂの間に横電界が発生する。
【００３７】
　駆動制御部２０Ａは、駆動信号をドライバ２６に出力する。ドライバ２６は、駆動信号
を共通電極３６及び対向電極３８に出力する。駆動信号は、共通電極３６及び対向電極３
８の電位である。ドライバ２６が駆動信号を出力することにより、共通電極３６及び対向
電極３８の電位が設定される。その結果、共通電極３６及び対向電極３８の間に縦電界が
発生する。
【００３８】
　第１極性制御部２０Ｂは、第１極性信号を駆動制御部２０Ａに出力する。駆動制御部２
０Ａは、第１極性信号に基づいて、正の極性を有する階調信号と、負の極性を有する階調
信号とを生成する。駆動制御部２０Ａは、正の極性を有する階調信号と、負の極性を有す
る階調信号とをドライバ２４に交互に出力する。ドライバ２４は、正の極性を有する階調
信号と、負の極性を有する階調信号とをソース線３０Ａ、３０Ｂの組ごとに交互に出力す
る。これにより、横電界の極性が反転する。
【００３９】
　第２極性制御部２０Ｃは、第２極性信号を駆動制御部２０Ａに出力する。駆動制御部２
０Ａは、第２極性信号に基づいて、正の極性を有する駆動信号と、負の極性を有する駆動
信号とを生成する。駆動制御部２０Ａは、正の極性を有する駆動信号と、負の極性を有す
る駆動信号とをドライバ２６に交互に出力する。ドライバ２６は、正の極性を有する駆動
信号と、負の極性を有する駆動信号とを共通電極３６及び対向電極３８に交互に出力する
。これにより、縦電界の極性が反転する。
【００４０】
　図２及び図３を参照しながら、液晶パネル１２の詳細について説明する。図３に示すよ
うに、液晶パネル１２は、アクティブマトリクス基板１２Ａと、対向基板１２Ｂと、液晶
層１２Ｃとを備える。
【００４１】
　図３に示すように、アクティブマトリクス基板１２Ａは、ベース基板４０と、複数のゲ
ート線２８（図２参照）と、絶縁層４２と、複数のソース線３０（複数組のソース線３０
Ａ、３０Ｂ）と、絶縁層４４と、一対の駆動電極３２Ａ、３２Ｂと、薄膜トランジスタ３
４Ａ，３４Ｂ（図２参照）と、共通電極３６と、絶縁層４６とを備える。複数のゲート線
２８は、例えば、ベース基板４０の主面の上方に配置される。絶縁層４２は、複数のゲー
ト線２８を覆う。複数のソース線３０は、絶縁層４２に接して形成される。絶縁層４４は
、複数のソース線３０を覆う。共通電極３６は、絶縁層４４に接して形成される。共通電
極３６は、表示領域１８の全体に亘って配置される。絶縁層４６は、共通電極３６を覆う
。一対の駆動電極３２Ａ、３２Ｂは、絶縁層４６に接して形成される。薄膜トランジスタ
３４Ａ、３４Ｂは、ゲート絶縁膜を介して、ゲート線２８と重なる位置に配置される。
【００４２】
　図２に示すように、駆動電極３２Ａは、第１電極部３２１Ａと、複数の第２電極部３２
２Ａとを備える。
【００４３】
　第１電極部３２１Ａは、第１延出部３２３Ａと、第２延出部３２４Ａと、連結部３２５
Ａとを含む。第１延出部３２３Ａは、第１ソース線３０Ａと平行に延びるとともに、平面
視で第１ソース線３０Ａに重なる。第２延出部３２４Ａは、第２ソース線３０Ｂと平行に
延びるとともに、平面視で第２ソース線３０Ｂに重なる。連結部３２５Ａは、ゲート線２
８と平行に延びるとともに、第１延出部３２３Ａの一端と第２延出部３２４Ａの一端とを
接続する。
【００４４】
　複数の第２電極部３２２Ａは、第１電極部３２１Ａに接続される。複数の第２電極部３
２２Ａの幾つかは、第１延出部３２３Ａが延びる方向に所定の間隔で並ぶ。第１延出部３
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２３Ａに接続された第２電極部３２２Ａの一端（第１延出部３２３Ａに接続されたほうの
端部）と他端（延出方向の先端側の端部）は、第１延出部３２３Ａが延びる方向にずれて
いる。複数の第２電極部３２２Ａの幾つかは、第２延出部３２４Ａが延びる方向に所定の
間隔で並ぶ。第２延出部３２４Ａに接続された第２電極部３２２Ａの一端（第２延出部３
２４Ａに接続されたほうの端部）と他端（延出方向の先端側の端部）は、第２延出部３２
４Ａが延びる方向にずれている。複数の第２電極部３２２Ａの幾つかは、連結部３２５Ａ
が延びる方向に所定の間隔で並ぶ。
【００４５】
　第１電極部３２１Ａの他端には、接続電極部３２６Ａが形成されている。接続電極部３
２６Ａは、コンタクトホール３２７Ａを有する。接続電極部３２６Ａは、接触電極部３２
８Ａを介して、ドレイン電極部３２９Ａに接続される。接触電極部３２８Ａは、コンタク
トホール３２７Ａと重なる位置に形成される。ドレイン電極部３２９Ａは、薄膜トランジ
スタ３４Ａのドレインに接続される。
【００４６】
　駆動電極３２Ｂは、第１電極部３２１Ｂと、複数の第２電極部３２２Ｂとを備える。
【００４７】
　第１電極部３２１Ｂは、第１延出部３２３Ａと第２延出部３２４Ａとの間に配置され、
ソース線３０と平行に延びる。複数の第２電極部３２２Ｂは、第１電極部３２１Ｂに接続
される。複数の第２電極部３２２Ｂの幾つかは、第１電極部３２１Ｂの一方の端縁に沿っ
て所定の間隔で並ぶ。複数の第２電極部３２２Ｂの幾つかは、第１電極部３２１Ｂの他方
の端縁に沿って所定の間隔で並ぶ。各第２電極部３２２Ｂの一端（第１電極部３２１Ａに
接続されたほうの端部）と他端（延出方向の先端側の端部）は、第１電極部３２１Ａが延
びる方向にずれている。隣り合う２つの第２電極部３２２Ｂの間に、１つの第２電極部３
２２Ａが配置される。
【００４８】
　第２電極部３２２Ｂの一端には、接続電極部３２３Ｂが形成されている。接続電極部３
２３Ｂは、コンタクトホール３２４Ｂを有する。接続電極部３２３Ｂは、接触電極部３２
５Ｂを介して、ドレイン電極部３２６Ｂに接続される。接触電極部３２５Ｂは、コンタク
トホール３２４Ｂと重なる位置に形成される。ドレイン電極部３２６Ｂは、薄膜トランジ
スタ３４Ｂのドレインに接続される。
【００４９】
　対向基板１２Ｂは、アクティブマトリクス基板１２Ａに対向して配置される。対向基板
１２Ｂは、ベース基板４８と、対向電極３８とを備える。対向電極３８は、例えば、ベー
ス基板４８の主面の上方に配置される。
【００５０】
　液晶層１２Ｃは、アクティブマトリクス基板１２Ａと対向基板１２Ｂとの間に封入され
る。液晶層１２Ｃにおいて、液晶分子は、正の誘電率異方性を有し、垂直配向される。
【００５１】
　図４Ａ及び図４Ｂを参照しながら、液晶層１２Ｃにおける液晶分子５０の配向について
説明する。
【００５２】
　横電界が発生していないとき、液晶分子５０は初期の配向（垂直配向）を維持する（図
４Ａ参照）。液晶パネル１２では、このような配向の画素１６が黒表示される。
【００５３】
　横電界の有無に関わらず、ドライバ２６が縦電界を発生させている。縦電界は、液晶分
子５０を垂直配向させる方向に作用する。
【００５４】
　ドライバ２４が横電界を発生させると、液晶分子５０の配向が変化する（図４Ｂ参照）
。横電界の強さに応じて、液晶分子５０の配向が変化する。液晶パネル１２では、図４Ｂ
に示すような配向の画素１６が白表示される。
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【００５５】
　横電界がなくなると、縦電界の作用により、液晶分子５０が初期の配向（垂直配向）に
戻る。これにより、液晶分子５０の応答速度が向上する。
【００５６】
　図５Ａ及び図５Ｂを参照しながら、液晶パネル１２において画素１６ごとに形成される
容量Ｃ１１、Ｃ１２、Ｃ２１、Ｃ２２、Ｃ２３について説明する。
【００５７】
　容量Ｃ１１は、駆動電極３２Ａと共通電極３６との間に形成される。容量Ｃ１２は、駆
動電極３２Ｂと共通電極３６との間に形成される。容量Ｃ２１は、駆動電極３２Ａと対向
電極３８との間に形成される。容量Ｃ２２は、駆動電極３２Ｂと対向電極３８との間に形
成される。容量Ｃ２３は、一対の駆動電極３２Ａ、３２Ｂの間に形成される。
【００５８】
　ここで、駆動電極３２Ａが共通電極３６と重なる領域は、駆動電極３２Ｂが共通電極３
６と重なる領域よりも大きい。したがって、容量Ｃ１１は、容量Ｃ１２よりも大きい。
【００５９】
　図６を参照しながら、対向電極３８の電位と、各駆動電極３２Ａ、３２Ｂの電位との関
係について説明する。
【００６０】
　図６に示す例では、ドライバ２６が対向電極３８の電位を１水平期間ごとに変化させる
。ドライバ２６は、共通電極３６の電位を一定値（０Ｖ）に保つ。つまり、図６に示す例
では、縦電界の極性が１水平期間ごとに変化する。
【００６１】
　ドライバ２４が画素１６にデータを書き込むとき（充電期間）、ドライバ２４は各駆動
電極３２Ａ、３２Ｂの電位を対向電極３８の電位に対応して設定する。ドライバ２６が対
向電極３８の電位を＋５Ｖにしているとき、ドライバ２４は、駆動電極３２Ａの電位を＋
５Ｖに設定し、駆動電極３２Ｂの電位を－５Ｖに設定する。ドライバ２６が対向電極３８
の電位を－５Ｖに設定しているとき、ドライバ２４は、駆動電極３２Ａの電位を－５Ｖに
設定し、駆動電極３２Ｂの電位を＋５Ｖに設定する。何れの場合においても、ドライバ２
４が画素１６にデータを書き込むときの一対の駆動電極３２Ａ、３２Ｂの電位差は１０Ｖ
である。
【００６２】
　ドライバ２４が画素１６にデータを書き込んでから次にデータを書き込むまでの期間（
保持期間）において、ドライバ２６が対向電極３８の電位を変化させる。ドライバ２４が
画素１６にデータを書き込むときの対向電極３８の電位が＋５Ｖである場合、ドライバ２
６が対向電極３８の電位を－５Ｖにすると、駆動電極３２Ａの電位は０．１Ｖ低下し、駆
動電極３２Ｂの電位は０．６Ｖ低下する。ドライバ２４が画素１６にデータを書き込むと
きの対向電極３８の電位が－５Ｖである場合、ドライバ２６が対向電極３８の電位を＋５
Ｖにすると、駆動電極３２Ａの電位は０．１Ｖ上昇し、駆動電極３２Ｂの電位は０．６Ｖ
上昇する。つまり、ドライバ２６が対向電極３８の電位をドライバ２４による画素１６へ
のデータ書込時の電位とは異なる電位にするとき、いずれの駆動電極３２Ａ、３２Ｂにお
いても、電位は同じ方向に変動するが、その変動幅は異なる。
【００６３】
　また、ドライバ２４が画素１６にデータを書き込むときの対向電極３８の電位が＋５Ｖ
である場合と－５Ｖである場合のいずれであっても、ドライバ２６が対向電極３８の電位
をドライバ２４による画素１６へのデータ書込時の電位とは異なる電位にすると、一対の
駆動電極３２Ａ、３２Ｂの電位差は１０．５Ｖになる。つまり、ドライバ２６が対向電極
３８の電位をドライバ２４による画素１６へのデータ書込時の電位とは異なる電位にする
ときには、ドライバ２４が画素１６にデータを書き込んだときよりも横電界が強くなる。
その結果、縦電界の極性が反転したときの液晶分子５０の配向の乱れに起因する輝度の低
下を抑えることができる。その理由について、以下に説明する。
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【００６４】
　容量Ｃ１１と容量Ｃ１２とが同じ大きさである場合、ドライバ２６が対向電極３８の電
位をドライバ２４による画素１６へのデータ書込時の電位とは異なる電位にすると、いず
れの駆動電極３２Ａ、３２Ｂにおいても、電位は同じ方向に同じ大きさだけ変動する。つ
まり、容量Ｃ１１と容量Ｃ１２の大きさが同じ場合には、ドライバ２６が対向電極３８の
電位をドライバ２４による画素１６へのデータ書込時の電位とは異なる電位にしても、一
対の駆動電極３２Ａ、３２Ｂの電位差は変化しない。この場合、一対の駆動電極３２Ａ、
３２Ｂの電位差は同じであるが、各駆動電極３２Ａ、３２Ｂの電位は変化している。その
ため、ドライバ２４が画素１６にデータを書き込んだときと比べて、液晶分子５０の配向
が異なる。その結果、輝度が低下する。
【００６５】
　一方、容量Ｃ１１が容量Ｃ１２よりも大きい場合、ドライバ２６が対向電極３８の電位
をドライバ２４による画素１６へのデータ書込時の電位とは異なる電位にするときには、
ドライバ２４が画素１６にデータを書き込んだときよりも横電界が強くなる。そのため、
液晶分子５０の配向はドライバ２４による画素１６へのデータ書込時の配向とは異なるが
、横電界の大きさが変化しない場合（一対の駆動電極３２Ａ、３２Ｂの電位差が変化しな
い場合）と比べて、輝度は向上する。その結果、縦電界の極性が変化したときの液晶分子
５０の配向の乱れに起因する輝度の低下を抑えることができる。
【００６６】
　また、本実施形態では、横電界の有無に関わらず、縦電界が発生している。そのため、
特に低温での動作が要求される表示装置（例えば、車載用ディスプレイ）に対して、本実
施形態の表示装置１０を適用した場合、従来よりも高速な応答を実現できる。
【００６７】
　［第１の実施形態の応用例１］
　図６に示す例では、ドライバ２６が対向電極３８の電位を１水平期間ごとに変化させて
いたが、例えば、ドライバ２６が対向電極３８の電位を複数の水平期間ごとに変化させて
もよい。
【００６８】
　［第１の実施形態の応用例２］
　図６に示す例では、ドライバ２６が対向電極３８の電位を１水平期間ごとに変化させて
いたが、例えば、図７に示すように、ドライバ２６が対向電極３８の電位を１フレームご
とに変化させてもよい。
【００６９】
　液晶パネル１２では、ドライバ２２が複数のゲート線２８を順に選択する。つまり、ド
ライバ２２によるゲートスキャンが行われる。図７に示すように、ゲートスキャンの最初
のほうの画素１６では、対向電極３８の電位が変化した直後にデータが書き込まれる。そ
のため、対向電極３８の電位が変化することによる駆動電極３２Ａ、３２Ｂの電位変動が
ほとんどない。つまり、駆動電極３２Ａ、３２Ｂの電位変動に起因する液晶分子５０の配
向変化がほとんどない。
【００７０】
　しかしながら、ゲートスキャンの最後のほうの画素１６では、データが書き込まれた直
後に対向電極３８の電位が変化する。そのため、対向電極３８の電位が変化することによ
る駆動電極３２Ａ、３２Ｂの電位変動が発生する。つまり、駆動電極３２Ａ、３２Ｂの電
位変動に起因する液晶分子５０の配向変化が発生する。
【００７１】
　ここで、容量Ｃ１１が容量Ｃ１２よりも大きければ、ドライバ２６が対向電極３８の電
位をドライバ２４による画素１６へのデータ書込時の電位と異なる電位にするとき、ドラ
イバ２４が画素１６にデータを書き込んだときよりも横電界が強くなる。そのため、縦電
界の極性が変化したときの液晶分子５０の配向の乱れに起因する輝度の低下を抑えること
ができる。
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【００７２】
　なお、図７に示す例では、ドライバ２６が対向電極３８の電位を１フレームごとに変化
させていたが、例えば、ドライバ２６が対向電極３８の電位を複数のフレームごとに変化
させてもよい。
【００７３】
　［第１の実施形態の応用例３］
　図８に示すように、対向基板１２Ｂが誘電体層５２を備えてもよい。誘電体層５２は、
対向電極３８よりも液晶層１２Ｃ側に配置される。誘電体層５２は、例えば、有機膜、紫
外線硬化樹脂、熱硬化樹脂からなる。
【００７４】
　このような態様においては、横電界が発生しているときに、対向電極３８付近の液晶分
子５０が倒れやすくなる。そのため、透過率が向上する。
【００７５】
　［第１の実施形態の応用例４］
　図６に示す例では、ドライバ２６が対向電極３８の電位を変化させていたが、ドライバ
２６が共通電極３６の電位を変化させてもよい。
【００７６】
　［第２の実施形態］
　図９は、本発明の第２の実施形態による液晶表示装置について説明する。第２の実施形
態では、第１の実施形態と比べて、一対の駆動電極と、共通電極とが異なる。
【００７７】
　駆動電極３３Ａは、第１電極部３３１Ａと、複数の第２電極部３３２Ａとを備える。
【００７８】
　第１電極部３３１Ａは、第１ソース線３０Ａと平行に延びるとともに、平面視で第１ソ
ース線３０Ａに重なる。複数の第２電極部３３２Ａは、第１電極部３３１Ａに接続される
。複数の第２電極部３３２Ａは、第１電極部３３１Ａが延びる方向に所定の間隔で並ぶ。
各第２電極部３３２Ａは、互いに異なる方向に延びる部分を有する。
【００７９】
　第１電極部３３１Ａの他端には、接続電極部３３３Ａが形成されている。接続電極部３
３３Ａは、コンタクトホール３３４Ａを有する。接続電極部３３３Ａは、接触電極部３３
５Ａを介して、ドレイン電極部３３６Ａに接続される。接触電極部３３５Ａは、コンタク
トホール３３４Ａと重なる位置に形成される。ドレイン電極部３３６Ａは、薄膜トランジ
スタ３４Ａのドレインに接続される。
【００８０】
　駆動電極３３Ｂは、第１電極部３３１Ｂと、複数の第２電極部３３２Ｂとを備える。
【００８１】
　第１電極部３３１Ｂは、第２ソース線３０Ｂと平行に延びるとともに、平面視で第２ソ
ース線３０Ｂに重なる。複数の第２電極部３３２Ｂは、第１電極部３３１Ｂに接続される
。複数の第２電極部３３２Ｂは、第１電極部３３１Ｂが延びる方向に所定の間隔で並ぶ。
各第２電極部３３２Ｂは、互いに異なる方向に延びる部分を有する。隣り合う２つの第２
電極部３３２Ｂの間に、１つの第２電極部３３２Ａが配置される。
【００８２】
　第１電極部３３１Ｂの他端には、接続電極部３３３Ｂが形成されている。接続電極部３
３３Ｂは、コンタクトホール３３４Ｂを有する。接続電極部３３３Ｂは、接触電極部３３
５Ｂを介して、ドレイン電極部３３６Ｂに接続される。接触電極部３３５Ｂは、コンタク
トホール３３４Ｂと重なる位置に形成される。ドレイン電極部３３６Ｂは、薄膜トランジ
スタ３４Ｂのドレインに接続される。
【００８３】
　ここで、駆動電極３３Ａが対向電極３８と重なる領域は、駆動電極３３Ｂが共通電極３
６と重なる領域よりも大きい。したがって、容量Ｃ２１は、容量Ｃ２２よりも大きい。
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　第２の実施形態における各電位の関係を示すタイムチャートであって、対向電極３８の
電位と、各駆動電極３２Ａ，３２Ｂの電位との関係を示すタイムチャートは、図６におい
て、駆動電極３２Ａの電位を示すタイムチャートと、駆動電極３２Ｂの電位を示すタイム
チャートとを入れ替えたものである。第２の実施形態においても、ドライバ２６が対向電
極３８の電位を制御し、ドライバ２４が各駆動電極３３Ａ、３３Ｂの電位を制御すること
により、第１の実施形態と同様に、縦電界の極性が反転したときの液晶分子５０の配向の
乱れに起因する輝度の低下を抑えることができる。
【００８５】
　特に本実施形態では、駆動電極３３Ａは、対向電極３８に重なり、且つ、共通電極３６
に重ならない領域５４を有する。そのため、容量Ｃ１２が容量Ｃ１１よりも大きくなるの
を防ぐことができる。容量Ｃ１２と容量Ｃ１１との差を小さくできる。その結果、縦電界
の極性が反転するときに、横電界を効果的に強めることができる。なお、駆動電極３３Ａ
が領域５４を有するためには、例えば、図９に示すように、共通電極３６に切欠５６を形
成すればよい。切欠５６は、例えば、共通電極３６は複数の分割電極からなる場合、各分
割電極に対して画素１６ごとに形成される。或いは、共通電極３６を表示領域１８の全体
に亘って配置し、画素１６ごとに開口を形成してもよい。
【００８６】
　［第２の実施形態の応用例］
　第２の実施形態においても、第１の実施形態の応用例３のように、誘電層５２を設けて
もよい。第２の実施形態においても、図７に示すように、対向電極３８の電位と、各駆動
電極３３Ａ、３３Ｂの電位を制御してもよい。
【００８７】
　以上、本発明の実施形態について、詳述してきたが、これらはあくまでも例示であって
、本発明は、上述の実施形態によって、何等、限定されない。
【００８８】
　例えば、第１及び第２の実施形態では、液晶分子が正の誘電率異方性を有していたが、
液晶分子は負の誘電率異方性を有していてもよい。
【符号の説明】
【００８９】
１０：液晶表示装置、１２：液晶表示パネル、１２Ａ：アクティブマトリクス基板、１２
Ｂ：対向基板、１２Ｃ：液晶層、１４：制御部、１６：画素、１８：表示領域、２０Ａ：
駆動制御部、２０Ｂ：第１極性制御部、２０Ｃ：第２極性制御部、２２：ドライバ、２４
：ドライバ、２６：ドライバ、３２Ａ：駆動電極、３２Ｂ：駆動電極、３３Ａ：駆動電極
、３３Ｂ：駆動電極、３６：共通電極、３８：対向電極、５０：液晶分子、５２：誘電層
、５４：領域、Ｃ１１：容量、Ｃ１２：容量、Ｃ２１：容量、Ｃ２２：容量
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